
令和７年12月15日（月）から新ごみ焼却場 

名称 岡山県西部衛生施設組合井笠広域里庄清掃工場 

    新ごみ焼却場の場所  里庄町新庄3656番地４

               （現里庄清掃工場隣接地）



12月15日から出し方が変更となるもの 

電気カーペット、電気毛布は、コントロール部を切り

取って燃えるごみで
※入れば指定ごみ袋に入れてごみ出し場へ出すこともできます

※清掃工場へ直接搬入する場合は縛ってください

里庄清掃工場へ直接搬入する場合には

 布団は縛って搬入してください

使い捨てカイロは燃えるごみで

※12/15以降燃えないごみで出すと間違い

小型家電リサイクルへ

里庄清掃工場へ直接搬入する場合には

 枝木は 1ｍに切って搬入してください

 竹は50㎝に切ってでしたが、1ｍに切って搬入

 できるようになります

搬入に際し気を付けるべき点は・・・

 ●市（環境課）の受け付けが不要になることから、搬入物が不燃ごみと係員に判断

  された場合には、搬入をお断りすることになります。

 ●資源化センターへの燃えないごみの直接搬入は、これまでどおり環境課の受付が

  必要です。



メモ

12月12日（金）まで

【搬入できる曜日】

  毎週月～金曜日

  （12/29～1/3を除く）

  ※祝日は搬入不可

【搬入可能時間】

  ８時30分～16時30分

【搬入できる曜日】

  毎月第４日曜日

【搬入可能時間】

  ８時30分～12時00分

   13時00分～15時00分 

12月15日（月）から

【搬入できる曜日】

  毎週月～金曜日

  （12/31～1/3を除く）

  ※祝日も搬入可能

【搬入可能時間】

  ８時30分～16時30分

【搬入できる曜日】

  毎月第４日曜日

【搬入可能時間】

  ８時30分～16時30分

      ※お昼の時間も搬入可能

【搬入受付】※申込方法

・環境課に連絡し直接自己搬入

・木製粗大ごみは環境課窓口で受付

 発行する許可書を持って自己搬入

 

【料金】無料（家庭ごみ）

【搬入受付】※申込方法

  ・環境課の受付（申込）不要

  ・木製粗大ごみも許可書不要

  ・自宅から直接焼却場へ

【料金】引き続き無料（家庭ごみ）



令和７年(2025)12月15日（月）から、容器包装プラスチック
（プラスチックその他）と製品プラスチックを一緒に回収し、
リサイクルする

2. プラスチック資源の一括回収開始 

 ※「井笠広域里庄清掃工場」（新焼却場）の試運転にあわせて回収を
  開始する

  容器包装プラスチック
 （プラスチックその他）

  製品プラスチック

 ◆製品プラスチックの出し方（回収方法）  
 
 分別のプラスチック（その他）と一緒に回収ネットに入れる

いっぱいになったらネットを交換
してください



プラスチック資源一括回収できる（出せる）もの（例）

★ 100％プラスチック素材
★ 長辺３０センチ未満 厚さ３ミリ未満のもの



プラスチック資源の一括回収の周知

・改訂版（保存版）笠岡市分別収集の正しい分け方（ポスター）を
 広報紙12月号に折り込み
・ホームページ・分別アプリで周知
・分別出し場の看板も順次修正
・市民説明会を開催



3. リチウムイオン電池等の適正処理

リチウムイオン電池を使用した製品の例 

・リチウムイオン電池は、充電して繰り返し使えるのが大きな特徴です。

・小さくて軽いのにたくさんの電気をためられるという特徴のため、持ち運びに

 便利な電子機器によく使われています。



リチウムイオン電池及びリチウムイオン電池を使用した製品の出し方

リチウムイオン電池（小型充電式電池）は市内の回収協力店の
「リサイクルBox」に優先的に出してください。

 ●回収協力店の検索や電池の安全な出し方などは、一般社団法人JBRCのホームページを

   ご確認ください。

  https://www.jbrc.com/general/recycle̲kensaku/＜外部リンク＞

   (一般社団法人JBRC 協力店・協力自治体検索)

 ＊JBRC会員企業製品以外や破損・膨張等の異常があるリチウム電池は、回収できませんので 

   ご注意ください。

  https://www.jbrc.com/general/distinguish/＜外部リンク＞

   (一般社団法人JBRC 見分け方)

  ◆リチウムイオン電池（小型充電式電池）の回収協力店は

市内回収協力店（電器店）   エディオン笠岡店   

近隣市回収協力店（電器店）  ケーズデンキ鴨方店 

               ヤマダデンキアウトレット鴨方店 

               ヤマダデンキテックランド井原店 

               エディオン井原店

福山市内の（電器店） ケーズデンキ、ヤマダデンキ、エディオン各店



リチウムイオン電池を使用した製品で、取り外し困難な製品は…

●リチウムイオン電池を使用した製品で、取り外し困難な製品(スマートフォン、可燃式

 たばこ、コードレスタイプの掃除機など)は、無理に取り外そうとすると、火災の危険

 もあります。

 そのまま販売店等へ出してください。

 使用済み小型家電回収ボックスに出すこともできます。

●JBRC会員企業製品以外・破損や膨張等の異常があるリチウムイオン電池等は環境課へ

 持ち込みください（必ず受付をすること）

※電池の金属部分を、(セロハンテープ・ガムテープ・ビニールテープで)絶縁してくだ

 さい。

 

市内の回収協力店で引き取れなかったリチウム電池は…

◆リチウムイオン電池等の自治体回収

家庭から排出されるリチウム蓄電池等について、使用済み小型家電リサイ
クル回収ボックス設置場所（市内25箇所※公共施設のみ）に回収容器を設
置し拠点回収を開始する予定

 膨張・変形した電池は、直接環境課窓口で職員へ

イメージ



4 . 指定ごみ袋の無料配布区分及び配布枚数の変更について

 ◆ごみ減量化を図るため現行制度（超過従量制）の中で

  見直しする要点

①世帯構成によっては多くのごみ袋が配布されることとなり不公平感が

      生じている。

不公平感の解消を図るための改正

・無料配付区分を見直し「1、２人世帯」を「１人世帯」と「２人世帯」

 とに分け、それぞれ配付する袋の容量を20リットル袋にする。

・2人世帯へは90枚配付する。

※配付区分見直しによる燃えないごみ用袋の容量／配付枚数に変更なし

改正前 改正後



※指定ごみ袋の販売は、１袋（10枚入り）単位になります

 （例）可燃ごみ用10リットル袋の場合、１袋 300円

  ②現行サイズよりも、より小さい容量のごみ袋を求める声がある。

 

 ・新たに交換・販売用として、可燃ごみ用袋10リットル規格を用意し

  ました。

 ・単価は1枚30円




